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蓬
平
　
あ
ざ
み
平
　
儀
明
分
校
が
独
立
校
に

　
9
月
2
9
日
、
松
代
町
議
会
第
3
回
定

例
会
が
招
集
さ
れ
、
昭
和
52
年
度
決
算

の
認
定
な
ど
1
3
の
案
件
が
付
議
・
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
議
決
さ
れ
た
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

報
　
告
　
事
　
項

◇
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

雛
鐵

灘

懸

　
6
月
2
6
日
の
集
中
豪
雨
の
際
、
田
沢

地
内
の
土
砂
く
ず
れ
に
よ
り
災
害
を
受

け
た
水
道
施
設
の
復
旧
費
二
五
〇
万
円

を
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
追
加
し
、

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
一
、

六
七
〇
万
円
と
専
決
処
分
し
た
こ
と
を

報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

第
一
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

”
健
康
と
明
る
い
町
づ
く
り
め
ざ
し
て
”

議
　
決
　
事
　
項

◇
53
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3

　
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
八
、
六
九
一
万
三
千
円
が
追
加
・

さ
れ
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
一
二
億
四
、

二
三
六
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
歳
入
」
主
な
も
の

・
町
税
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
万
円

・
自
動
車
重
量
譲
与
税
三
〇
〇
万
円

・
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

・
地
方
交
付
税
　
四
、
三
二
九
万
円

・
国
庫
支
出
金
　
　
　
七
〇
五
万
円

・
県
支
出
金
　
　
一
、
二
二
五
万
円

・
町
債
　
　
　
　
一
、
四
四
六
万
円

「
歳
出
」
主
な
も
の

・
へ
き
地
患
者
輸
送
用
雪
上
車
購
入
費

　
（
一
台
）
　
　
　
　
六
六
〇
万
円

・
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
五
万
円

・
団
体
営
圃
場
整
備
　
　
一
〇
〇
万
円

・
村
道
整
備
事
業
（
田
沢
・
下
山
線
、

下
山
・
海
老
線
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
五
〇
万
円

・
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
万
円

・
消
防
団
員
退
職
報
償
組
合
追
加
負
担

　
金
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
万
円

・
峠
・
海
老
地
区
消
火
栓
及
び
格
納
箱

　
（
2
7
組
）
買
入
費
　
二
三
〇
万
円

・
蓬
平
ポ
ン
ブ
器
具
置
場
復
旧
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
万
円

・
防
火
水
槽
建
設
補
助
金
（
六
・
二
六

　
豪
雨
災
害
の
も
の
）
二
二
〇
万
円

・
教
育
費
（
教
材
基
準
改
訂
に
よ
る
備

　
品
購
入
費
）
　
　
　
一
〇
二
万
円

・
六
・
二
六
豪
雨
災
害
復
旧
費

　
（
土
木
施
設
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
〇
〇
万
円

　
（
農
林
施
設
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
六
七
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



。
昭
和
5
3
年
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
三
万
円

◇
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
一
、
七
八
万
九
千
円
を
追
加
し

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
億
二
、
七
四
八
万

九
千
円
と
し
ま
し
た
。

「
歳
入
」
主
な
も
の

。
国
庫
支
出
金
　
　
一
七
八
万
円

。
繰
入
金
（
一
般
会
計
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
九
〇
五
万
円

「
歳
出
」
主
な
も
の

。
峠
地
区
連
絡
管
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
　
八
六
五
万
円

。
海
老
地
区
簡
水
附
帯
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

。
六
・
二
六
豪
雨
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
万
円

◇
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　
犬
伏
字
後
倉
を
起
点
に
犬
伏
字
下
越

道
を
終
点
と
す
る
旧
国
道
2
号
線
（
総

延
長
四
二
八
m
・
巾
員
三
・
五
～
四
m
）

と
、
孟
地
字
三
十
刈
を
起
点
に
犬
伏
字

向
林
を
終
点
と
す
る
犬
伏
孟
地
線
（
総

町
教
育
委
員
に

関
谷
　
力
氏
が

　
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
町
教
育
委
員
と
し
て
町
の
教

育
振
興
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ち

れ
た
、
柳
達
太
郎
氏
が
9
月
3
0
日
を
も

っ
て
委
員
を
辞
任
さ
れ
、
そ
の
後
任
に

大
正
医
院
の
関
谷
力
氏
（
大
正
1
5
年
2

月
8
日
生
）
が
9
月
定
例
議
会
で
同
意

を
得
、
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
四

年
で
す
。

　
異
動
後
の
委
員
会
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
委
員
長
〉

牧
田
大
平
　
大
正
元
年
8
月
2
7
日
生

〈
委
員
長
職
務
代
理
〉

万
羽
卓
司
　
明
治
4
2
年
5
月
1
6
日
生

〈
委
　
員
〉

関
谷
　
力
　
大
正
1
5
年
2
月
8
日
生

〈
委
　
員
〉

小
堺
哲
夫
　
昭
和
7
年
2
月
2
8
日
生

〈
教
育
長
〉

島
田
健
司
　
大
正
8
年
－
月
1
0
日
生

延
長
四
一
五
m
・
巾
員
四
～
五
m
）
を

町
道
に
認
定
し
ま
し
た
。

（2）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

◇
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て

　
田
沢
｛
子
七
ジ
リ
畑
一
七
七
番
地
二
を

起
点
に
一
七
五
番
地
を
終
点
と
す
る
旧

国
道
線
総
延
長
七
一
八
m
の
う
ち
一
二

三
m
を
町
道
か
ら
は
ず
し
ま
し
た
。

◇
統
合
中
学
校
校
庭
整
備
工
事
の
請
負

　
契
約
に
つ
い
て

　
工
事
費
　
　
　
三
、
八
○
○
万
円

　
請
負
者
　
新
潟
市
・
長
谷
川
体
育
施

　
　
　
　
　
設
K
・
K
新
潟
営
業
所

（
53

年
度
・
5
4
年
度
の
継
続
事
業
で
す
。
）

◇
松
代
町
立
学
校
設
置
条
例
の
］
部
改

　
正
に
つ
い
て

　
蓬
平
分
校
・
あ
ざ
み
平
分
校
・
儀
明

分
校
の
三
校
を
独
立
校
と
し
て
、
蓬
平

小
学
校
・
あ
ざ
み
平
小
学
校
・
儀
明
小

学
校
と
す
る
も
の
で
す
。

（
5
4
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
）

◇
昭
和
5
2
年
度
一
般
会
計
・
国
民
健
康

　
保
険
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
事
業
特

　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

　
い
て

◇
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
強
化
に

　
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
以
上
の
四
点
に
つ
い
て
の
意
見
書
を

国
の
行
政
機
関
に
発
送
す
る
も
の
で
す
。

一
、
　
老
令
者
医
療
保
健
に
関
す
る
制
度

　
改
革
を
早
期
に
断
行
し
、
昭
和
5
4
年

’
度
中
に
実
施
す
る
こ
と
。

一
、
　
高
額
療
養
費
に
対
す
る
国
庫
負
担

制
度
を
確
立
し
負
担
率
を
2
分
の
－

　
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
、
　
公
費
負
担
医
療
制
度
の
見
直
し
を

　
行
い
公
費
優
先
と
す
る
こ
と
。

一
、
　
療
養
給
付
費
負
担
金
は
現
行
4
0
％

を
確
保
し
、
財
政
調
整
機
能
の
強
化

を
は
か
る
こ
と
。

縷
撮
欝
霞
纏

鍵
難
遜
鍵
…
雛
蒙
…
灘
徽
欝
繰

獲
…
灘
㈱
の
繍
鍛
懸
鐵
灘
徽
鱗
灘

　
　
　
灘
…
懸
鞭
∞
∞
鰯
叢
麟
灘
p

難
灘
聡
欝
欝
灘
懲
撚
羅
鰯
縫
鮭

九
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
三
ん
澆

お
め
で
と
う
衡

村
山
峰
夫
・
西
方
睦
子
　
犬
伏
　
辰
円

堀
川
直
司
．
斎
藤
節
子
　
福
島
　
橋
場

井
上
陽
一
・
川
口
和
子
　
寺
田
　
横
手

襲
巽
・
騒

　
　
　
　
父
伸
彦

瀬
沼
由
則
　
　
　
長
男
　
松
代
せ
ぬ
ま

　
　
　
　
母
洋
子

　
　
　
　
父
太
平

井
上
俊
　

長
男
寺
田
和
泉
屋

　
　
　
　
母
雪
子

　
　
　
　
父
保
久

藤
本
郁
子
　
　
　
長
女
　
菅
刈

　
　
　
　
母
文
子
　
　
　
　
孟
地
中
学
校

　
　
　
　
父
進

若
月
沙
織
　
　
　
長
女
　
田
代
木
戸
口

　
　
　
　
母
美
佐
子

　
　
　
　
父
友
一

村
山
亜
紀
子
　
　
二
女
　
室
野
糀
や

　
　
　
　
母
京
子

　
　
　
　
父
哲
夫

相
沢
宏
和
　
　
　
二
男
松
代
友
左
工
門

　
　
　
　
母
弓
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

片
桐
　
ア
イ

山
賀
　
正
成

池
田
　
正
義

鈴
木
　
ト
ウ

市
川
亀
次
郎

佐
藤
　
タ
イ

四
〇
オ
　
清
水
　
善
八

七
四
オ
　
小
荒
戸
隠
居

六
六
オ
　
莇
平
　
　
堂

八
一
オ
松
代
あ
ん
ね
ん
橋

六
八
オ
　
太
平
　
新
屋

八
五
オ
　
室
野
三
吉
屋

人ロのうこき

　　　10月1日現在
世帯数　　1，944　1

人口男　　3，775　1

　女　　3，837　（

　計　　7，612　（

）
　
）
　
）
　
）

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
十
十
十

（
　
（
　
（
　
（

　6

10
16

亡
出
計

死
転
減

6
b
以

生
入
計

出
転
増



湊
潔
潔
潔
潔
懸
潔
潔
潔
懸
潔
潔
潔
潔
潔
激
懸
漣

潔
潔
潔
潔
潔
潔
灘
潔
湊
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
懸
懸
懸

一
般
会
計
決
算
概
況

◇
歳
入

　
　
一
九
億
三
千
六
三
三
万
円

◇
歳
出

　
　
一
八
億
七
千
五
九
六
万
円

　
昭
和
5
2
年
度
の
一
般
会
計
は
、
一
七

億
一
千
八
○
○
万
円
の
予
算
で
ス
タ
i

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
何
回
か
の
補
正

が
行
な
わ
れ
、
別
表
の
よ
う
な
決
算
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
決
算
額
は
、
十
九
億
三
千
六
三

三
万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
四
億
六

千
三
六
八
万
円
の
増
加
で
3
1
・
76
％
の

増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
が
3
3
・

24

％
の
伸
び
で
一
八
億
七
千
五
九
六
万

円
。
差
引
額
六
、
〇
三
七
万
円
と
な
り
、

統
合
中
学
校
建
設
事
業
の
継
続
繰
越
財

源
三
、
〇
九
〇
万
円
を
除
い
た
実
質
収

支
は
二
、
九
四
七
万
円
の
形
式
黒
字
と

な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
の
二
、
九
六

九
万
円
と
比
較
し
て
二
二
万
円
の
赤
字

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
実
質
単
年
度
収

支
は
一
億
三
、
〇
七
五
万
円
の
積
立
金

が
あ
り
一
億
三
、
〇
五
三
万
円
の
黒
字

に
な
り
ま
し
た
。

14億7千265万円
4億6千368万円の増

前年度
前年比較

訳内歳入

…
昭
和
52
年
度
会
計
決
算
…

昭和52年度
収　入　額 構成比

1．町　　　　　　　税 123，555 6．4 104，595

2．地　方　譲　与　税 21，628 1．1 18，528

3．自動車取得税交付金 14，930 0．8 13，563

4．地　方　交　付　税 797，926 41．2 706，941

5．交通安全対策交付金 436 323

6．分担金及負担金 51，575 2．7 44，891

7．使用料及手数料 6，590 0．3 4，961

8．国　庫　支　出　金 251，461 13．0 97，451

9．県　　支　　出　金 190，514 9．8 154，888

10．財　　産　　収　入 47，405 2．4 28，064

11．寄　　　附　　　金 0 0
12．繰　　　入　　　金 20，000 1．0 0
13．繰　　　越　　　金 30，567 1．7 32，493

14．諸　　　収　　　入 63，152 3．3 16，659

15．町　　　　　　債 316，600 16．3 249，300

計 1，936，339 100 1，472，657

◇
歳
入
構
成
比
は
、
市
町
村
税
・
地
方

交
付
税
等
の
一
般
財
源
が
49
・
5
％
、

国
庫
支
出
金
・
町
債
・
そ
の
他
の
特
定

財
源
が
5
0
・
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

地
方
交
付
税
を
始
め
、
国
庫
・
県
支
出

金
・
町
債
等
が
全
体
の
8
0
％
を
占
め
依

存
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
県
支
出
金
は
、
前
年
度
に
比
べ
7
5

％
の
上
昇
率
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

圃
場
整
備
・
林
道
の
整
備
・
農
業
機
械

の
購
入
。
統
合
中
学
校
建
設
事
業
費
等

の
補
助
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
地
方
債
は
前
年
比
六
、
七
三
〇
万
円
。

27

％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
集
落

開
発
セ
ン
タ
ー
。
公
営
住
宅
の
建
設
。

統
合
中
学
校
の
建
設
。
圃
場
整
備
。
道

路
の
改
良
舗
装
事
業
等
の
基
盤
的
投
資

事
業
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
に
続
く
）

14億4千209万円
4億3千387万円の増

前年度
前年比較

目的別歳出内訳

　　　　　　区　分
科　目

昭和5　2年度 昭和51年度

支　出　額支　出　額 構成比

1．議　　　会　　　費 27，402 1．5 23，247

2．総　　　務　　　費 310，788 16．6 167，921

3．民　　　生　　　費 146，835 7．8 168，135

4．衛　　　生　　　費 67，271 3．6 55，197

5．労　　　働　　　費 11，130 0．6 10，910

6．農　　林　　業　　費 325，930 17．4 267，642

7．商　　　工　　　費 2，447 0．1 1，972

8．土　　　木　　　費 393，606 21．0 319，103

9．消　　　防　　　費 53，043 2．8 64，885

10．教　　　育　　　費 416，433 22．2 267，428

11．災　害　復　旧　費 23，899 1．3 18，238

12．公　　　債　　　費 97，178 5．1 77，413

13．予　　　備　　　費

計 1，875，962 100 1，442，091
（3）



（4）

◇
目
的
別
歳
出
の
状
況
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。
構
成
比
で
は
教
育
費
・
土
木

費
・
農
林
業
費
・
総
務
費
で
7
7
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
教
育
費
の
前
年
比
一
億

四
、
九
〇
〇
万
円
、
5
5
・
7
％
の
増
は

統
合
中
学
校
建
設
第
2
年
度
計
画
の
執

行
に
よ
る
も
の
で
す
。
土
木
費
の
2
3
・

3
％
増
は
駅
前
道
路
整
備
事
業
、
公
営

住
宅
の
建
設
が
主
要
な
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
農
林
業
費
の
2
1
・
8
％
増
は
、

農
業
基
盤
の
改
良
を
計
る
圃
場
の
整
備

と
共
に
農
業
機
械
の
導
入
、
育
苗
施
設

補
助
等
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
性
質
別
歳
出
は
、
予
算
が
実
質
的
に

ど
の
よ
う
な
内
容
の
経
費
に
使
わ
れ
た

か
を
見
た
も
の
で
す
。
義
務
的
経
費
（

25

・
5
％
）
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
職

員
の
給
与
・
議
員
・
教
育
委
員
・
区
長

な
ど
の
各
種
行
政
委
員
の
報
酬
等
の
人

件
費
が
前
年
比
n
・
1
％
増
の
1
6
・
8

吻
を
占
め
、
町
の
借
金
の
返
済
額
に
あ

た
る
公
債
費
が
5
・
1
％
、
生
活
保
護

世
帯
・
心
身
障
害
者
等
へ
の
救
護
費
に

あ
た
る
扶
助
費
が
3
・
6
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
前
年
比
二
億

一
、
七
九
三
万
円
、
3
4
・
3
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

出歳質別性

区　　　　　　　　　分 昭和52年度 昭和51年度
決　算額決　算　額 構成比

1．人　　　件　　　費 313，816 16．8 282，430
2．物　　　件　　　費 208，039 11．1 182，519
3．　維　持　補　修　費 43，886 2．3 41，520

4．　扶　　　助　　　費 66，803 3．6 65，654

5．　補　　助　　費　、等 119，656 6．4 105，612
6．　公　　　債　　　費 96，356 5．1 76，590

7．　債　　　立　　　金 130，754 7．0 8，836

8．　投資及び出資金 2，156 O．1 ，2，052

9．　繰　　　　出　　　金 37，674 2．0 38，982

10．　前年度繰上充用金

11．　普通建設事業費 830，737 44．4 617，556
12．　災害復旧事業費 22，159 1．2 17，404

13．　失業対策事業費

合　　　　　計 1，872，036 100 1，439，155
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ロ

皿
町
税
の
徴
収
実
績
談
燕
誤
茄
脇
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酬
－
i
i
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隔
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歳
入
総
額
は
一
億
二
、
三
五
五
万
円

で
前
年
度
に
比
較
す
る
と
一
、
八
九
〇

万
円
、
侶
・
1
3
％
の
増
加
率
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
住
民
税
で
個
人
の
課
税

所
得
の
増
加
傾
向
と
共
に
建
設
法
人
の

町民税
5，544万円

　44．9％

’

、

事
業
量
の
増
加
に
比
例
す
る
課
税
標
準

の
上
昇
に
よ
り
1
5
％
の
増
加
率
と
な
っ

た
の
と
、
固
定
資
産
税
の
家
屋
の
新
増

築
分
の
課
税
資
産
の
増
加
が
主
と
な
っ

て
い
ま
す
。

たばこ消養税

1，847万円

　噂15％』・

町
債
（
借
入
金
）

現
在
高
は

合
計一

〇
億
二
千
一
八
六
万
円

　⊃』
’

固定資産税

3，708万円

・轡△
電
気
ガ
ス
税

758万円
』二！二：．．

i飢咳1・

軽
－
動
車
※
回

木
材
引
取
税
棚
ー
圓

　
町
債
と
は
、
大
き
な
建
設
事
業
な
ど

の
た
め
に
し
た
借
金
で
昭
和
5
2
年
度
町

債
の
合
計
は
三
億
一
、
六
六
〇
万
円
で

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
一
般
単
独
事
業
債
（
町
道
・
特
別
豪

　
雪
対
策
事
業
）
　
六
、
六
八
○
万
円

・
公
営
住
宅
建
設
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
七
一
〇
万
円

・
辺
地
対
策
事
業
債
（
昭
和
橋
架
替
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
七
〇
万
円

・
過
疎
対
策
債
（
統
合
中
学
校
建
設
・

　
町
道
整
備
・
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
建

　
築
等
）
　
　
　
一
億
七
、
　
一
三
〇
万
円

。
財
政
対
策
債
（
林
道
・
圃
場
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
五
八
○
万
円

・
県
貸
付
金
（
消
防
施
設
・
国
県
道
負

　
担
金
）
　
　
　
　
　
　
八
三
〇
万
円

・
一
般
公
共
事
業
債
（
災
害
関
連
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
万
円



　
　
　

　
　
円

　
　
千

　
　
　
　
　
　

　
　
位

　
　
伸

表括総算決別計会町代松度年
　
52和昭　

　
お
金
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
“
52
年
度
主
要
支
出
“

・
ジ
ー
ブ
ー
台
購
入
費

会計別 区　　　　　　分 予算額 決算額
予算額に対する

決算額の増威
予算対

蜘

一般会計

歳　　　　　　入 L932100α000 L93◎339865 4．339865 100．2

歳　　　　　　出 1．93200α000 1．875962904 △5◎03て096 971

歳入歳出差引残額 0 6q37◎961 翌年度亟繰越

国民健康

保　　険

特別会計

歳　　　　　　入 34哉449000 34哉45L207 乳207 1α0

歳　　　　　　出 343449000 32て024456 △1◎424，544 95．2

歳入歳出差引残額 0 1◎42◎751
基金繰入＆2職000
翌年度繰越＆21a751

国保診療

施　　設

特別会計

歳　　　　　ひ入
一
4
1
． 575000 4α663276 △　　91L724 9ヱ8

歳　　　　　　出 41．575000 4q47L497 △　1，103503 973・

歳入歳出差引残額 0 19L779 翌年度亟繰越

簡易水道

特別会計

歳　　　　　　入 6て972000 6910a458 1，13L458 101．7

歳　　　　　　出 6て97乳000 6525＆259 △　2713741 96．0

　　o歳入歳出差引残額 0 a845199 翌年度く繰越

農業共済

特別会計

歳　　　　　　入 4312τ000 4哉073798 53202 99．9

歳　　　　　　出 4哉12宅000 2558＆710 △1乳53＆290 593

歳入歳出差引残額 0 1宅485088 翌年度～繰越

総合計

歳　　　　　　入 乳42＆123000 243263L604 4．50＆604 10α2

歳　　　　　　出 242＆12aoOO 233生305826 △9381て174 961

歳入歳出差引残額 0 9＆325778

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
万
円

・
町
消
防
庁
舎
屋
根
防
水
補
修
工
事
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
九
万
円

。
統
合
中
学
校
・
ブ
ー
ル
用
地
隣
接
地

　
買
収
補
償
　
　
　
　
二
一
六
万
円

。
克
雪
対
策
事
業
（
冬
期
保
安
要
員
報

　
酬
・
機
械
修
理
費
等
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
五
四
万
円

・
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
三
、
七
四
二
万
円

。
蒲
生
保
育
園
増
築
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇
万
円

・
圃
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
一
億
七
、
五
八
四
万
円

。
林
道
整
備
事
業
（
田
沢
・
下
山
線
開

設
工
事
、
下
山
・
海
老
線
舗
装
工
事
）

　
　
　
　
　
　
四
、
〇
三
八
万
円

。
南
部
線
・
蓬
平
線
農
免
農
道
開
設
負

担
金
　
　
　
　
一
、
　
一
九
九
万
円

。
道
路
改
良
・
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
一
億
二
、
八
三
二
万
円

・
昭
和
橋
架
替
工
事

　
　
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
〇
万
円

。
善
宗
塚
住
宅
建
設

　
　
　
　
　
　
五
、
七
五
二
万
円

。
松
代
駅
前
整
備
工
事

　
　
　
　
　
　
四
、
八
二
四
万
円

。
湿
地
用
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
〇
万
円

・
国
県
道
整
備
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
六
二
万
円

▼駅前道路工事前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚

報髄螺。
中
学
校
統
合
校
舎
建
築

　
　
　
　
　
二
億
三
、
五
七
八
万
円

。
統
合
中
学
校
寄
宿
舎
道
路
取
付
及
び

　
敷
地
造
成
工
事
一
、
〇
五
〇
万
円

・
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
建
設
（
濁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
一
万
円

。
特
定
農
山
村
振
興
事
業
（
水
稲
育
苗

　
施
設
1
棟
5
0
㎞
・
農
業
機
械
・
ト
ラ

　
ク
タ
ー
4
台
・
コ
ン
バ
イ
ン
2
台
・

　
乾
燥
機
4
基
）
　
一
、
七
九
五
万
円

。
造
林
関
係
事
業
　
　
七
四
三
万
円

。
地
方
バ
ス
路
線
維
持
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



繍糊灘＿
鯉醒欝

懸
懸

　
1
0
月
8
日
、
秋
晴
の
下
第
一
回
町
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
松
代
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
を
出
発
、
決
勝
点
に
太
平
・
・
菅
刈
・

小
荒
戸
部
落
内
を
折
返
し
、
1
・
2
・

3
・
5
㎞
の
4
コ
ー
ス
に
分
け
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
年
令
と
体
力
に
応
じ

た
走
力
を
知
り
、
お
互
い
の
若
さ
と
健

康
を
喜
び
あ
い
、
明
る
い
町
づ
く
り
に

寄
与
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
六
五
〇
名
を

越
す
参
加
申
込
み
者
が
あ
り
、
関
係
者

を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

　
大
会
会
長
の
秋
山
町
長
の
あ
い
さ
つ
。

牧
田
町
教
育
委
員
長
・
市
川
松
代
小
学

校
長
の
祝
辞
。
小
菅
大
会
審
判
長
の
競

技
上
の
注
意
の
あ
と
、
選
手
を
代
表
し

て
町
マ
ラ
ソ
ン
協
会
関
谷
邦
一
さ
ん
の

力
強
い
宣
誓
で
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
競
技
は
小
学
生
か
ら
老
年
（
6
0
オ

以
上
）
ま
で
、
1
8
種
目
に
分
け
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
選
手
全
員
完
走
、
事
故

も
な
く
盛
会
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
大
会
実
施
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　

運
動
を
す
る
人
と
し
な
い
人
で
は
、

10

歳
ほ
ど
の
体
力
差
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
そ
い
あ
っ
て
ま
ず
足
元

か
ら
体
力
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
小
学
生
男
子

第
一
位

タ
イ
ム

　
ニ
位

　
三
位

　
四
位

　
五
位

◇
小
学
生
男
子

第
一
位

タ
イ
ム

　
ニ
位

　
三
位

　
四
位

　
五
位

　
　
1
K
M
の
部

佐
藤
裕
二
　
　
（
清
水
小
）

三
分
四
十
七
秒

五
十
嵐
政
和
（
孟
地
小
）

桑
原
雄
二
　
　
（
桐
山
小
）

横
尾
賛
治
　
　
（
峠
　
小
）

中
村
慎
二
　
　
（
清
水
小
）

　
　
2
K
M
の
部

秋
山
淳
也
　
　
（
清
水
小
）

七
分
二
十
三
秒

若
井
義
広

石
田
幸
二

佐
藤
和
彦

若
井
　
子

◇
小
学
生
男
子

第
一
位

タ
イ
ム

　
ニ
位

　
三
位

　
四
位

　
五
位

（
蓬
平
分
）

（
孟
地
小
）

（
室
野
小
）

（
蓬
平
分
）

　
　
5
K
M
の
部

若
井
明
宏
　
　
へ
蓬
平
分
）

十
一
分
三
十
四
秒

富
沢
政
彦

樋
口
和
成

中
村
　
修

若
井
　
健

◇
小
学
生
女
子
　
ユ
K
M
の
音

　
第
一
位
中
村
智
恵
子

　
タ
イ
ム
　
四
分
四
秒

　
　
二
位
　
小
野
島
智
子
（
清
水
小
）

　
　
三
位
　
小
山
純
子
　
　
（
桐
山
小
）

　
　
四
位
　
金
井
小
百
合
（
清
水
小
）

　
．
五
位
　
桑
原
ま
ゆ
み
（
桐
山
小
）

◇
小
学
生
女
子
　
2
K
M
の
部

　
第
一
位
高
橋
美
由
希
（
松
代
小
）

　
タ
イ
ム
　
七
分
四
十
秒

　
　
二
位
　
小
野
島
美
恵
子
（
清
水
小
）

　
　
三
位
　
柳
　
紀
子
　
　
（
菅
刈
分
）

　
　
四
位
　
中
村
あ
け
み
（
清
水
小
）

　
　
五
位
　
小
山
紀
子
　
　
（
莇
平
分
）

◇
中
学
生
女
子
　
2
K
M
の
部

　
第
一
位
　
秋
山
久
美
子
（
清
水
中
）

　
タ
イ
ム
　
八
分
三
秒

　
　
二
位
　
鈴
木
智
子
　
（
松
代
中
）

　
　
三
位
　
植
木
ま
す
み
（
　
〃
　
）

　
　
四
位
　
佐
藤
律
子
　
　
（
清
水
中
）

　
　
五
位
　
柳
　
恵
子
　

（
松
代
中
）

◇
中
学
生
女
子
　
5
K
M
の
部

　　　　　　◇　　　　　◇
　　　　タ第中　　　　タ第中　　　　タ第
五四三ニイー学五四三ニイー学五四三ニイー一
位位位位ム位生位位位位ム位生位位位位ム位
　　　　　　男　　　　　　 男

佐若佐高十市子可山柳宮十田子五中高志十関

（
松
代
小
）

（
北
山
小
）

（
莇
平
分
）

（
蓬
平
分
）

B
（
清
水
小
）

関
谷
秀
子
　
　
（
松
代
中
）

十
一
分
五
十
五
秒

志
賀
菊
江
　
　
（
松
代
中
）

高
橋
弥
生
　
　
（
　
〃
　
）

中
村
綾
子
　
　
（
清
水
中
）

五
十
嵐
ま
り
子
（
松
代
中
）

　
　
3
K
M
の
部

田
辺
伸
一
　
（
山
平
中
）

十
分
七
秒

宮
沢
利
孝
　
　
（
松
代
中
）

柳
　
雅
樹
　
（
　
〃
　
）

山
岸
正
広
　
　
（
山
平
中
）

可
川
康
男
　
　
（
松
代
中
）

　
　
5
K
M
の
部

市
川
英
明
　
　
（
松
代
中
）

十
七
分
七
秒

高
橋
国
雄
　
　
（
山
平
中
）

佐
藤
純
一
　
（
松
代
中
）

若
井
俊
幸
　
　
（
　
〃
　
）

佐
藤
　
稔
　
　
（
孟
地
中
）

◇
青
年
．
男
子

　
第
一
位

　
タ
イ
ム

ニ
位
斉
木
　
優

四
〃
柳
　
健
司

六
〃
市
川
輝
雄

八
〃
伊
藤
久
雄 　

5
K
M
の
部

高
沢
誠
一

十
九
分
二
十
七
秒

（6）

三
位
鈴
木
誠
一

五
〃
関
谷
邦
一

七
〃
菅
井
正
一

九
〃
武
田
芳
夫

十
〃
佐
藤
達
次
郎

◇
青
年
女
子
　
2
K
M
の
部

　
第
一
位
高
橋
美
智
子

　
タ
イ
ム
　
九
分
十
四
秒

　
　
二
位
　
富
沢
春
代

◇
婦
　
人
（
ω
才
～
5
9
才
）
ユ
K
M
の
部

　
第
一
位
　
関
谷
ヤ
ィ

　
タ
イ
ム
　
四
分
十
八
秒

八六四二
〃〃躍位
富村市市
沢山川川
ヨチマト
チイサリ

九七五三
〃〃〃位
高関高富
橋谷橋沢
ハ梅フア
ル子ミサ
エ　　　ノ

十
〃
菅
井
キ
ク
ノ

◇
婦
　
人
（
2
0
才
～
3
9
才
）
1
K
M
の
部

　
第
一
位
　
高
橋
啓
子

　
タ
イ
ム
　
四
分
二
十
五
秒

　　　　十八六四二　　◇八六四二　◇十八六四二　　◇十八六四二　　◇十八六四二
　　　　〃〃〃位位タ第老〃〃〃位第第〃〃〃〃位タ第第〃〃〃〃位夕第第〃〃〃〃位
　　　　石室富柳柳イー年赤高市関一三而古山相雨イー二松市関山柳イー一小関小佐佐

騨
　　　　口岡沢　和ム位（川橋川谷位壮川島賀沢川ム位壮永川谷賀　ム位壮堺谷山藤藤
　　　　ブ幹伍三長　　60四芳泰芳　年　辰利政新　　年　嘉正敏　　　年菊美キ茂敏
　　　　ン男作郎次四関才郎平治太富（勇雄一・壼一八鈴（勝吉次夫昇十山（代子ミ子子

眺　型・哩目郎欝　鍔子一
　　　　　九七五三十好）　七五三庚59　九七五三秒利49　九七五三五茂40　九七五二
　　　　　〃〃位位九　1　〃〃位　ε　〃〃〃位　　志　〃〃〃位十　ε　〃〃〃位
　　　　　小万関市秒　K　品柳若　1　柳相石佐　　2　高若山相六　3　若相山柳
　　　　　堺羽谷川　　M　田啓井　K　　沢野藤　　K　橋井賀沢秒　K　井沢賀

　　　　　馨器鎌麟勇赫賑舗影1草タ
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健
康
家
庭
に
報
償

　
国
保
加
入
世
帯
で
家
族
ぐ
る
み
医
療

費
の
給
付
を
受
け
な
か
っ
た
世
帯
の
健

康
を
た
N
え
て
、
毎
年
十
月
記
念
品
を

贈
呈
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も

つ
ぎ
の
方
々
が
該
当
世
帯
に
選
ば
れ
ま

し
た
の
で
、
近
日
中
に
記
念
品
の
贈
呈

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
報
償
要
件

ぺ
壷
｝
犠
韓
受

　
こ
の
調
べ
は
毎
年
三
月
三
十
一
日
現

在
で
調
査
い
た
し
ま
す
。

二
、
　
右
の
期
間
内
に
国
保
税
等
の
滞
納

金
が
な
い
も
の
で
お
医
者
さ
ん
か
ら
の

請
求
書
又
は
受
領
書
に
よ
り
医
療
の
給

付
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
国
保
世
帯
に

対
し
て
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
報
償

す
る
。

※
五
年
以
上
医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ

た
世
帯

　
　
柳
　
金
兵
衡
　
千
　
年
　
田
　
保

　
　
若
月
　
ミ
カ
　
田
　
代
　
島
田
屋

※
三
年
以
上
医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ

た
世
帯牧山中武

田岸村田

亮長順幸
次則一作

峠蒲清松

　生水代
　　与
阪治惣武
　二兵田
本郎衛屋

※
一
年
以
上
医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ

た
世
帯市

川
　
藤
蔵

寺
崎
　
　
正

小
堺
　
清
松

小
堺
進
一
郎

石
沢
　
三
平

池
田
　
静
雄

中
村
　
イ
ネ

村
山
ヒ
デ
子

山
岸
　
幸
一

谷
沢
　
義
政

牧
田
　
惣
平

海蓬蓬桐田

沢
与
右
工
門

山
せ
い
ぜ
ん

老平平

田
之
倉

峠濁室室田

野野代

家宮浦四庄油坂お田
　　島郎ぜ
持下屋助ん屋屋き中

　
松
代
町
の
王
座
を
占
め
て
い
る
千
年

部
落
の
家
号
“
た
っ
ぽ
μ
柳
金
兵
衛
さ

ん
ご
一
家
は
過
去
七
年
間
一
度
も
医
療

給
付
の
恩
恵
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
現

在
も
継
続
し
て
無
給
付
世
帯
を
維
持
し

て
い
る
世
帯
で
あ
る
の
で
国
保
係
が
訪

問
し
て
レ
ポ
i
ト
し
た
健
康
法
を
一
寸

、
鑛

　
　
（
）
　
（
）
　
胴

O
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G
　
O
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．
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、
．
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、
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）
晶
、
）
罵

▲千年　柳金兵衛さんご夫婦

招
介
し
ま
す
。

㊧
衣
服
は
厚
薄
着
に
か
＼
わ
り

な
く
普
通
だ
が
何
時
も
肌
着
だ
け
は
清

潔
な
も
の
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

㊨・

主
に
自
家
作
の
野
菜
料
理
で
魚

は
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
を
つ
か
ま
え
た
と
き

豆
腐
汁
で
食
べ
る
程
度
、
肉
も
た
ま
に

食
べ
る
が
、
他
と
比
較
す
れ
ば
一
口
に

言
っ
て
粗
食
の
方
で
あ
る
。

　
奥
さ
ん
は
虫
歯
一
本
も
な
く
若
々
し

く
健
康
そ
の
も
の
。
ご
主
人
は
歯
が
欠

け
て
い
る
の
で
、
日
常
の
食
事
は
す
べ

て
や
わ
ら
か
く
、
冬
期
間
の
朝
食
は
殆

ん
ど
白
餅
二
枚
宛
、
ご
飯
は
軽
く
二
杯
、

味
噌
汁
一
杯
、
う
ま
い
か
ら
と
て
決
し

て
、
た
ら
腹
食
べ
な
い
。

㊥
す
ま
い
は
茅
葺
屋
根
の
大
き
な

家
で
、
中
の
間
十
八
畳
、
中
央
に
イ
ロ

リ
（
冬
は
炬
燵
）
木
炭
三
俵
、
年
間
炊

木
生
活
、
冬
は
中
の
間
の
暖
房
を
兼
ね

て
、
コ
ロ
ナ
ー
コ
ン
ロ
で
煮
炊
き
す
る

だ
け
、
そ
れ
以
外
は
殆
ん
ど
化
学
燃
料

は
使
わ
な
い
。

　
嗜
好
　
酒
・
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
。

〈
健
康
法
〉

　
別
に
こ
れ
と
言
っ
て
取
り
立
て
N
の

健
康
法
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
現
在
ご
主

人
六
十
九
オ
、
奥
さ
ん
六
十
八
オ
、
四

男
四
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
夫
婦
で
あ

る
が
、
子
供
さ
ん
は
学
校
卒
業
と
同
時

に
都
会
生
活
、
結
婚
等
で
家
に
は
お
ら

ず
、
二
人
暮
し
で
約
一
反
歩
余
り
の
田

圃
を
耕
作
し
て
い
る
。

　
老
境
に
入
っ
て
か
ら
は
、
き
も
を
や

い
た
り
、
興
奮
し
た
り
し
な
い
で
、
の

ん
び
り
と
、
心
を
平
ら
に
持
つ
こ
と
が

健
康
に
つ
な
が
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
風
呂
が
大
好
き
で
一
年
中
風

呂
を
休
む
こ
と
が
な
い
。
冬
に
は
風
呂

場
に
草
花
を
咲
か
せ
眺
め
な
が
ら
風
呂

に
入
っ
て
好
き
な
歌
を
唄
っ
て
い
る
。

　
夏
は
一
キ
ロ
の
田
圃
ま
で
一
日
二
往

復
、
決
し
て
体
に
無
理
な
労
働
は
し
な

い
。
家
の
廻
り
や
、
山
の
荒
し
畑
に
草

花
を
咲
か
せ
て
楽
し
ん
で
い
る
。

　
農
協
の
売
薬
、
解
熱
錠
（
た
ま
に
歯

の
熱
が
で
た
と
き
）
呑
む
だ
け
で
殆
ん

ど
売
薬
も
呑
ま
な
い
し
、
風
邪
も
引
か

な
い
。

　
唄
本
は
、
い
つ
も
座
椅
子
の
そ
ば
に

置
い
て
テ
レ
ビ
番
組
の
唄
の
あ
る
と
き

は
テ
レ
ビ
と
一
処
に
唄
の
け
い
こ
を
し

て
い
る
と
秋
の
夜
長
も
つ
い
十
時
頃
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

歌
が
唄
え
る
の
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
合

も
楽
し
く
、
人
気
も
の
。

　
こ
れ
が
金
兵
衛
さ
ん
ご
一
家
の
健
康

法
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

秋
季
火
災
予
防
運
動

期
間
十
月
二
十
六
日

　
　
　
～
十
一
月
一
日

統
一
標
語

　
本
年
も
秋
．
の
火
災
予
防
運
動
が
上
越

地
方
一
帯
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
寒
さ
と
と
も
に
火
を
使

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
ご
家
庭

で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災
の
な

い
幸
せ
な
町
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

・
幼
児
や
老
人
だ
け
を
残
し
て
、
外
出

す
る
こ
と
は
極
力
さ
け
ま
し
ょ
う
。

・
幼
児
や
老
人
の
安
全
な
避
難
方
法
を

皆
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
寝
る
前
の
火
の
元
点
検
を
必
ず
行
な

う
習
慣
づ
け
ま
し
『
よ
う
。

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
さ
せ
な
い
よ
う
常
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
で
、
責
任

を
も
ち
、
そ
の
都
度
安
全
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
一
日
一
回
は
防
火
に
つ
い
て
反
省
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



（8）

農
業
者
年
金
制
度
が

　
　
　
　
　
　
一
部
改
正
に
な
り
ま
し
た

※
加
入
で
き
な
か
っ
た

方
に
朗
報

　
当
然
加
入
資
格
の
あ
る
経
営
主
で
、

保
険
料
の
時
効
に
よ
り
農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
方
（
大
正

五
年
生
ま
れ
よ
り
昭
和
十
一
年
生
ま
れ

ま
で
の
方
が
該
当
）
に
加
入
の
道
が
開

か
れ
ま
し
た
。
　
（
㊧
昭
和
十
二
年
以
降

に
生
ま
れ
た
方
も
特
別
納
付
の
申
し
出

は
で
き
ま
す
。
）
加
入
要
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
☆
　
大
正
五
年
一
月
二
日
以
降
に
生

　
　
　
ま
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

　
☆
　
昭
和
四
十
六
年
頃
よ
り
現
在
ま

　
　
　
で
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ

　
　
　
る
こ
と
。

　
☆
　
昭
和
四
十
六
年
頃
よ
り
現
在
ま

　
　
　
で
自
己
名
義
の
田
・
畑
と
小
作

　
　
　
地
（
や
み
小
作
を
含
ま
な
い
）

　
　
　
の
合
計
が
五
十
ア
ー
ル
以
上
あ

　
　
　
り
、
そ
の
土
地
に
つ
い
て
経
営

　
　
　
主
と
し
て
耕
作
し
て
い
る
こ
と
。

　
前
記
の
要
件
を
備
え
て
い
れ
ば
、
現

在
六
十
オ
以
上
の
年
齢
の
方
で
も
六
十

五
オ
ま
で
は
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
（
六
十
五
オ
に
な
る
と
経
営
移
譲

年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る
の
で
加
入
で

き
ま
せ
ん
。
）

　
な
お
、
時
効
分
の
保
険
料
は
月
額
三

千
六
百
円
で
す
。

　
今
回
の
改
正
は
、
残
念
な
が
ら
五
十

ア
ー
ル
以
下
の
経
営
主
の
方
と
後
継
者

の
方
に
は
該
当
い
た
し
ま
せ
ん
。
該
当

者
は
、
一
応
農
業
委
員
会
で
把
握
し
ま

し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
方
に
つ
い
て
は

農
協
を
通
じ
て
加
入
の
依
頼
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
当
委
員
会
の
把
握
も
完

全
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
特
別
加

入
の
申
し
出
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
二

月
ま
で
で
あ
り
、
ま
だ
一
年
以
上
の
期

間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
前
記
要
件
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
農
協
ま
た
は

農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　
お
そ
ら
く
今
回
の
特
例
が
最
後
の
救

済
措
置
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
を
み
の
が
す
こ
と
な
く
ぜ
ひ

加
入
の
手
続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

※
年
金
額
が
改
定
に

な
り
ま
し
た

　
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り
、
昭
和
五

十
三
年
七
月
よ
り
年
金
額
が
改
定
に
な

り
ま
し
た
。
改
定
額
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

　
ま
た
同
時
に
離
農
給
付
金
の
額
も
改

定
さ
れ
、
従
来
の
百
二
十
五
万
円
が
百

三
十
三
万
円
に
（
大
正
五
年
一
月
一
日

以
前
生
ま
れ
の
高
齢
者
の
場
合
）
　
・
五

十
四
万
円
が
五
十
七
万
円
（
そ
の
他
の

人
の
場
合
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
離
農
給
付
金
の
制
度
は
、
昭
和

五
十
五
年
五
月
で
終
了
し
ま
す
の
で
、

来
年
度
（
昭
和
五
十
四
年
度
）
中
に
離

農
を
予
定
し
て
い
る
方
で
給
付
金
に
該

当
し
そ
う
な
方
は
、
農
地
の
処
分
に
留

意
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
給
付
要
件
・

処
分
方
法
を
簡
単
に
別
記
し
て
お
き
ま

す
が
、
く
わ
し
く
は
農
業
委
員
会
ま
で

ご
相
談
下
さ
い
。

　　　　　　　　，嚢　　　　　　　轍
　　　　　灘謹灘騰

，
鱗
鍾

譲
漁
・
　
　
鞭
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灘
、
襲
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保険料納付済期間別の年金額（年額）

〔
給
付
要
件
〕

　
　
・
農
業
者
年
金
の
加
入
期
間
が
三

　
　
年
未
満
で
あ
る
こ
と
（
自
己
名

　
　
義
の
土
地
と
小
作
地
の
合
計
が

　
　
五
十
ア
ー
ル
以
上
あ
る
人
は
、

　
　
大
正
五
年
一
月
一
日
以
前
に
生

　
　
ま
れ
た
人
を
除
き
取
得
し
て
か

　
　
ら
三
年
以
上
経
過
す
る
と
、
た

　
　
と
え
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

　
　
　
い
な
く
て
も
該
当
に
な
り
ま
せ

　
　
ん
。
）

　
　
。
三
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

　
　
き
過
去
五
年
以
上
経
営
主
と
し

　
　
て
耕
作
し
て
い
る
こ
と
（
自
己

　
　
名
義
の
土
地
に
限
る
。
）

　
　
・
離
農
日
の
一
年
前
よ
り
離
農
日

　
　
ま
で
の
間
に
、
農
地
を
山
林
・

　
　
宅
地
・
雑
種
地
等
に
転
用
し
な

　
　
　
い
こ
と
。

〔
処
分
方
法
〕

　
・
す
べ
て
第
三
者
（
農
業
者
年
金

　
　
に
加
入
し
て
い
る
人
が
望
ま
し

　
　
い
）
に
譲
渡
す
る
こ
と
。
　
（
経

　
　
営
規
模
の
少
な
い
人
に
譲
渡
す

　
　
る
と
給
付
金
が
も
ら
え
な
く
な

　
　
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

保険料
60～64歳 64 歳　　以 降、

納付済 経営移譲 農業者年金 国　民 年　金 計

期　　間 年金㈲
経営移譲
年金（B）

農業者老
齢年金◎

附加年金
　（功

老齢年金
　（E）

㊨＋⑥＋
◎＋（E）

円 円 円 円 円 再

5年の場合 3．64，100 3◎400 45500 12000 34銑100 43τOOO

6　　〃 38＆400 3＆800 54，600 14，400 354，300 46乳100

7　　〃 41乳700 4L300 6畿700 1◎800 365500 48て300

8　　〃 43◎900 4卸00 72800 1乳200 37◎700 512400

9　　〃 46L200 4◎100 81，900 2L600 38宅900 53乳500

10　　〃 48義500 4＆500 9LOOO 24000 399100 56乳600

15　　〃 60◎800 6q700 13◎500 3◎000 455100 68＆300

20　　〃 72＆200 72800 182100 4亀000 54◎200 849100

25　　〃 91q300 9LOOO 22τ600 6α000 63宅200 LO15800

30　　〃 LO92300 10銑200 27畿100 7乳000 72＆200 Ll8乳500

40　　〃 L45G400 145600 364，100 9◎000 72＆200 1．33銑900



年
金

　
間
も
な
く
出
稼
ぎ
に
出
か
け
る
み
な

さ
ん
に
、
国
民
年
金
係
か
ら
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。

「
年
金
手
帳
」
は
忘
れ
ず
に

　
　
　
持
参
し
ま
し
ょ
う
〃
・

　
出
稼
ぎ
先
の
職
場
の
労
務
担
当
者
に

「
年
金
手
帳
」
を
提
出
し
て
、
厚
生
年

金
の
記
号
番
号
（
初
め
て
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
人
）
　
・
加
入
年
月
日
・
喪
失

年
月
日
を
記
入
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

出
稼
ぎ
の
期
間
（
厚
生
年
金
加
入
期
間
）

は
国
民
年
金
の
加
入
期
間
と
合
算
し
て

将
来
「
通
算
年
金
」
と
し
て
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
届
出
は

　
　
そ
の
つ
ど
速
や
か
に
〃

　
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
た

と
き
は
国
民
年
金
の
喪
失
届
を
、
出
稼

ぎ
か
ら
戻
っ
た
と
き
は
国
民
年
金
の
加

入
届
を
そ
の
つ
ど
速
や
か
に
手
続
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を

　
掛
け
忘
れ
る
と
大
変
で
す

　
保
険
料
を
掛
け
忘
れ
て
い
る
と
、
通

算
年
金
（
老
令
・
障
害
）
が
う
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
掛
け
忘
れ

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
「
年
金
手
帳
」
は
あ
な
た

の
分
身
と
も
い
え
る
も
の
で
す
か
ら
、

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

国
保

問
い
1
　
出
稼
ぎ
す
る
と
き
の
国
保
の

手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

答
え
　
出
稼
ぎ
先
の
事
業
所
で
社
会
保

険
（
健
康
保
険
・
日
雇
保
険
・
全
国
土

木
）
に
加
入
す
る
か
否
か
で
、
手
続
き

が
ち
が
っ
て
き
ま
す
の
で
注
意
し
て
下

さ
い
。
一
、
社
保
に
加
入
す
る
場
合
の

手
続
、
国
保
の
窓
口
で
資
格
得
喪
事
業

主
証
明
書
を
も
ら
っ
て
会
社
に
提
出
し

て
下
さ
い
。
二
、
　
社
保
に
加
入
さ
れ
な

い
場
合
、
家
に
あ
る
保
険
証
を
持
参
の

う
え
、
国
保
の
窓
口
で
㊨
の
保
険
証
を

も
ら
っ
て
下
さ
い
。

問
い
2
　
子
供
が
東
京
の
学
校
に
行
っ

て
い
る
が
、
手
続
き
が
わ
ず
ら
わ
し
い

の
で
、
子
供
だ
け
国
保
に
の
こ
し
て
お

け
な
い
か
。

答
え
　
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
る
人
は
、

原
則
的
に
は
、
自
分
が
扶
養
し
て
い
る

家
族
を
全
員
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

学
生
だ
け
の
こ
す
と
か
、
老
人
は
医
療

費
が
無
料
だ
か
ら
加
入
さ
せ
る
必
要
が

な
い
と
い
う
の
は
、
ま
ち
が
っ
た
と
り

あ
つ
か
い
で
す
。
事
業
所
で
社
会
保
険

の
手
続
き
を
さ
れ
る
際
に
、
学
生
の
場

合
は
在
学
証
明
書
、
そ
の
他
の
場
合
で

も
、
住
民
票
（
世
帯
票
の
写
）
　
・
扶
養

証
明
・
所
得
証
明
書
を
あ
ら
か
じ
め
そ

ろ
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。
手
続
き
が

わ
ず
ら
わ
し
い
と
思
わ
ら
れ
て
い
る
人

が
み
う
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う
す
れ
ば

簡
単
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
3
　
出
稼
ぎ
先
か
ら
保
険
証
が
送

ら
れ
て
こ
な
い
う
ち
に
医
者
に
か
か
る

場
合
、
保
険
証
な
し
で
も
医
者
に
か
か

れ
ま
す
か
。

答
え
　
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
と
き

は
、
1
4
日
以
内
に
届
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
出
稼
ぎ
先
で
は
、
そ
の
手

続
き
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
1
1
月
に
出
稼

ぎ
に
出
ら
れ
る
人
で
12
月
6
日
ま
で
に

社
保
の
遠
隔
地
被
保
険
証
又
は
証
明
書

が
届
か
な
い
場
合
は
↓
医
療
費
請
求
猶

予
依
頼
カ
ー
ド
」
（
黄
い
紙
）
を
使
い
、

一
ケ
月
請
求
を
の
ば
し
て
い
た
だ
い
て

下
さ
い
。
町
内
の
医
療
機
関
で
は
、
あ

ら
か
じ
め
御
協
力
を
お
願
い
し
て
あ
り

ま
す
の
で
保
険
証
な
し
で
も
こ
の
カ
ー

ド
で
診
療
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
外
で
は
こ
の
カ
ー
ド
は
使
え
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
資
格
が
切
れ
て
い

る
の
に
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
た
場
合

は
、
医
療
費
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
充
分
に
ご
注
意
ね
が

い
ま
す
。

国保と交通事故

趨
詠

＜

　　　～嚢　　震　蒙茜
ρ一　隔

／㌻

郷
＿ゆノ

　
交
通
事
故
な
ど
、

を
う
け
た
場
合

害
者
に
重
大
な
過
失
の
な
い
限
り

害
者
が
全
額
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。

（
医
療
費
だ
け
で
な
く
、
慰
謝
料
や
休

業
補
償
な
ど
も
同
様
で
す
。
）
し
た
が

っ
て
、
本
来
な
ら
、
医
療
費
は
加
害
者

が
直
接
お
医
者
さ
ん
に
支
払
う
べ
き
す

じ
の
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に

は
、
加
害
者
と
話
し
合
い
か
つ
か
な
か

っ
た
り
、
加
害
者
に
金
の
持
ち
合
わ
せ

の
な
い
場
合
が
多
い
わ
け
で
、
そ
う
い

う
場
合
、
国
保
を
使
っ
て
治
療
を
う
け

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
差
し
つ
か
え
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
医
療
費

は
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の

を
、
国
保
が
一
時
立
て
か
え
て
支
払
っ

て
や
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
国
保
と
し
て
は
、
あ
と
で

加
害
者
に
そ
の
立
替
え
分
を
請
求
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

｝
』
－
－
‘
・
～
～
ー

エ
セ
ぎ
ぞ
サ
ノ
ピ
ロ
ま
タ
ロ

　
　
　
、
亥
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
r
　
　
｝
　
置

　
　
　
　
↑
　
　
－

　
　
　
第
三
者
か
ら
傷
害

　
、
そ
の
医
療
費
は
、
被

　
　
　
　
　
　
　
　
、
加

鯉
示
談
の
前
に
国
保
へ
届
出
を
”

　
と
こ
ろ
が
、
や
っ
か
い
な
こ
と
に
、

加
害
者
と
被
害
者
と
の
話
し
合
い
が
つ

い
て
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
そ

の
示
談
書
の
と
り
き
め
の
内
容
が
優
先

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
示
談
の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
国
保
が
加
害
者
に
対
す

る
請
求
権
を
失
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
交
通

事
故
な
ど
の
よ
う
に
、
第
三
者
か
ら
傷

害
を
う
け
た
場
合
は
、
示
談
を
結
ぶ
前

に
、
必
ず
国
保
へ
「
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病
届
」
（
用
紙
は
係
に
あ
り
ま
す
切

を
提
出
し
て
下
さ
い
。

☆
届
出
に
必
要
な
書
類

　、

、、、、

自
賠
青
保
険
証
明
書
（
加
害
者
）

自
動
車
検
査
証
　
　
　
（
加
害
者
）

交
通
事
故
証
明
書
　
　
（
被
害
者
）

事
故
発
生
状
況
報
告
書
（
被
害
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



老
人
福
祉
週
間

”
敬
老
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
”

　
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
し

た
。
老
人
の
方
々
に
は
、
県
や
町
か
ら

い
ろ
い
ろ
の
記
念
品
や
お
祝
い
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
各
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
会
合

を
も
っ
て
、
記
念
品
や
祝
い
状
の
伝
達

式
を
か
ね
て
、
お
互
い
の
健
康
を
祝
っ

た
り
、
不
幸
に
し
て
、
ね
た
き
り
に
な

っ
て
い
た
り
、
都
合
で
参
加
で
き
な
か

っ
た
人
た
ち
の
慰
問
な
ど
を
行
う
等
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

。
7
5
オ
以
上
の
方
に
は
、
県
知
事
か
ら

の
「
祝
い
状
」
と
お
祝
い
の
菓
子
「

私
歳
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
松
代
町

で
は
約
四
百
人
の
方
が
頂
き
ま
し
た
。

昭和55年度金婚夫婦

・
今
年
90
オ
に
な
ら
れ
た
方
（
明
治
2
0

年
9
月
2
2
日
か
ら
明
治
2
2
年
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
出
生
し
た
者
）
に
は

県
知
事
か
ら
「
祝
い
状
」
（
額
縁
は

町
長
か
ら
）
と
「
寿
」
の
座
布
団
が

贈
ら
れ
、
町
で
は
次
の
四
名
の
方
に

　
　
　
　
　
　
ノ

　
9
月
1
4
日
町
長
が
訪
問
し
て
知
事
に

代
っ
て
お
届
け
し
ま
し
た
。

嶋
田
ナ
ヲ

西
片
カ
ツ

山
岸
ス
・
・
、

小
堺
ハ
ナ

儀蒲菅千
明生刈年

山
本
屋

下
ノ
脇

善
太
郎

太
　
田

・
町
か
ら
は
、
今
年
85
オ
に
な
ら
れ
た

方
（
明
治
26
年
1
月
1
日
か
ら
1
2
月

　
3
1
日
ま
で
に
出
生
し
た
者
）
に
額
入

り
の
町
長
の
「
祝
い
状
」
が
1
4
人
の

部落名 氏　　名 生年月日辱 屋　　　号

松　代
　〃

斉木　友英
　　　トラ

明40．6．10

日41．11．25

はらのおけや

　　〃
小荒戸

　〃

五十嵐又一
　　　トワ

明39．10．15

明45．3．13
あたしや
　　〃

小荒戸

　〃

富沢亀次郎

　　モト
明38．1．2
明40．11．11

鍛治屋敷
　　〃

苧　島

　〃

柳　　軍治

　　スイ
明39．11．4

明40．6．27
新屋敷
　　〃

蒲　生
　〃

小堺　又七

　　セツ
明43．3．8
明42．1．2

下　　林
　　〃

室　野
　〃

斉木信太郎
　　　ミト

明39．4．2
明41．2．6

堂ノ浦
　　〃

峠
〃

牧田　栄一
　　　ソヨ

明35．3．16

明39．4．1
やな　ぎ
　　〃

峠
〃

山岸　正作

　　コマ

明41．11．20

明38．8．7

て　ら　だ

　　”　＿

1年以上老人医療費の給付を受けなかった者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

方
に
、
85
オ
以
上
の
方
5
6
人
に
記
念

品
の
「
敷
布
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

。
老
人
医
療
費
の
受
給
者
の
中
、
一
年

間
以
上
医
療
の
給
付
を
受
け
な
か
っ

た
方
4
5
名
の
方
に
「
表
彰
状
」
と
記

念
品
の
「
敷
布
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
中
、
次
の
8
名
の
方
は
3

年
以
上
医
療
の
給
付
を
受
け
な
か
っ

た
人
で
す
。

柳
仙
太
郎
千
年

宮
沢
亮
一
　
下
山

斉
藤
キ
ク
ノ
田
之
倉

池
田
善
七
　
田
之
倉

井
上
仁
作
　
寺
田

仲
村
ナ
カ
　
儀
明

五
十
嵐
周
治
　
竹
所

佐
藤
儀
鷹
　
竹
所

　
西
お
け
や

　
お
や
け

　
平
右
工
門

　
長
左
工
門

　
平
蔵

　
ぎ
へ
い

　
く
ら

な
や
や
し
き

◎
今
年
結
婚
5
0
年
の
金
婚
式
を
迎
え
ら

　
れ
た
方
に
は
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
か
ら
、
県
知
事
揮
豪
の
「
色
紙
」
が

　
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
金
婚
夫
婦
の
方

　
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

部落名 1氏　　　名 部落名’ 氏　　　名

松　代 柳　　　コノ 孟　地 山本　才キ
〃 高沢　カズ 田野倉 斉藤キクノ
〃 高橋　ハル 〃 池田　喜七

小荒戸 富沢　キワ 仙　納 室岡　マツ

太　平 大熊　祐平 寺　田 井上　仁作

田　沢 市川　ヨシ 蒲　生 若山　ミノ

千　年 関谷　　トキ 儀　明 小堺　政雄
〃 中村　ナミ 〃 中村　ナカ
〃 柳　仙太郎 〃 小堺　ウメ
〃 島田　ナヲ 室　野 草村　ナイ

会　沢 万羽　　昂 〃 相沢　ツル

蓬　平 小堺　シゲ 竹　所 五十嵐周治
〃 小堺　カツ 〃 佐藤　儀鷹
〃 若井　文蔵 〃 佐藤　吉一
〃 小堺関右工門 峠 牧田　セキ
〃 若井　忠蔵 〃 牧田　政吾
〃 小堺　ツル 〃 牧田　オキ
〃 小堺　クニ 〃 牧田　最治

下　山 宮沢　亮一 木和田原 中沢　重市

海　老 若月弥太郎 〃 佐藤　信義
〃 若月　ミユ 〃 山岸　マセ

犬　伏 柳　　　カツ 〃 中沢　キン
孟　地 柳　キクノ

家族そろって正月を

一
』ま月1み

　毎年実施しております出稼者の正月帰省バス

を今年も次により実施いたします。

　出稼者の皆さんには、出稼労働者必携ですで

にお知らせいたしましたが、一般の方々でもし

ご希望がございましたら料金を添えて12月10日

までに役場職業係へ申込んで下さい。申込み用

紙は役場に用意してあります。

　　　　正月帰省バス運行計画
東京、松代、 夕古屋卜松代 お子りいただきたいこと

料　金 3β00円 4，400円 ・集合時鐸繍

出発日
12月28．
29．30日

12月
28．30日

・荷物はスー一ツケース1ケ

集合場所擁繰 購。前

醸
・
酒 類の飲食はほとほどに

・最悪1の場合大島より歩か

れる服装、履物の用意を

お願いします6

集合時間
犠
8
時 まで

騰まで

出発時刻 午後9時 午後8時

松代着 翌朝9時頃翌朝9時頃

再赴任の受付は……1月2日（1日限りです）

　お正月を一家団らんで過ごされた後職場へお

帰りになられる場合も貸切バスを1月4日に運

行する予定です。

　受付は1月2日午前9時から午後3時迄役場職業係

でいたします。電話等で申込んで下さい。この時間以

外は囲切受付を致しませんのでご了承を・

　　　　　再赴任バス運行計画

松　代～東　京　　松　代～名古屋

、（鱈のない場合）役場前発午後4時東京名古屋へ

i（若干の降雪の場台）

　役場前発午後4時大島乗替で東京・名古屋へ

第一次案

第二次案



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑰

　
　
　
　
　
”
予
防
接
種
を
じ
ょ
う
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
だ
け
的
確
な
判
断
の
も
と
に
接
種

●
予
防
接
種
は
な
ぜ
必
要
な
の
　
　
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
従
っ
て
、
は
じ
め
て
の
医
師
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
学
校
そ
の
他
で
行
な
わ
れ
る
集
団
接

　
伝
染
病
が
少
な
く
な
っ
た
現
在
、
予
．

防
接
種
に
よ
る
副
作
用
が
社
会
問
題
と

し
て
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
接
種
に
不
安
を
も
つ
お
母
さ

ん
方
が
多
く
な
っ
で
き
ま
し
た
。
伝
染

病
が
減
っ
た
こ
と
は
大
変
よ
い
こ
と
で

す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
予
防
接
種
が

無
用
に
な
っ
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
予
防
接
種
は
伝
染
病
を
防
ぐ
た
め
の

一
つ
の
手
段
で
す
。
伝
染
病
を
防
ぐ
に

は
他
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
現
在

で
は
治
療
方
法
が
確
立
し
て
お
っ
て
特

に
予
防
手
段
を
考
え
な
く
て
も
よ
い
伝

染
病
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
予
防
接
種
は

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
た
う
え

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ

の
伝
染
病
が
流
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ

て
い
っ
た
ん
発
病
す
る
と
治
療
が
む
ず

か
し
く
、
著
し
く
子
供
等
の
健
康
を
損

ね
る
心
配
が
あ
り
、
そ
し
て
予
防
ワ
ク

チ
ン
等
が
十
分
効
果
が
あ
り
安
全
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
っ
て
予
防

接
種
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ワ

ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は

あ
っ
て
も
、
熱
を
出
し
た
り
、
注
射
の

あ
と
が
は
れ
た
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ

た
駐
し
て
子
供
が
む
ず
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
予
防
接
種
に
は
あ
る
程

度
の
副
作
用
が
つ
き
も
の
で
あ
る
事
を

知
っ
て
お
い
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
、
病
原
菌
を
殺
し
た
も

の
や
、
毒
性
を
弱
く
し
た
病
原
ウ
イ
ル

ス
等
を
注
射
し
た
り
飲
ま
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
免
疫
を
つ
く
る
、
い
わ
ば
ほ
ん

の
少
し
の
間
、
軽
い
病
気
の
よ
う
な
状

態
を
つ
く
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
接
種
を
受
け
る

子
ど
も
は
、
ま
ず
健
康
な
状
態
に
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
子
ど
も
が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
で
す

と
過
去
の
デ
ー
タ
や
そ
の
子
の
体
質
な

ど
も
よ
く
知
っ
て
い
て
も
ら
え
る
の
で

種
の
場
合
に
は
、
接
種
す
る
医
師
に
そ

の
子
の
健
康
状
態
を
正
し
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
事
前
に
配
布
さ
れ
て
い

る
通
知
書
、
問
診
票
で
そ
の
日
の
健
康

状
態
を
確
か
め
て
頂
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
問
診
票
の
記
入
に
は
殊
に
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

●
当
日
の
注
意

◇
　
問
診
票
　
◇

　
　
問
診
票
の
記
入
は
正
確
で
な
け
れ

　
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
「
体
温
」
に

　
つ
い
て
は
体
温
計
で
は
か
っ
て
記
入

　
し
て
下
さ
い
。

　
　
お
母
さ
ん
が
書
い
た
問
診
票
は
予

　
診
の
際
の
手
助
け
に
な
り
、
医
師
は

　
こ
れ
を
も
と
に
い
ろ
い
ろ
知
り
た
い

　
こ
と
を
聞
く
キ
ッ
カ
ケ
に
な
り
ま
す
。

　
接
種
を
す
る
と
き
は
、
近
所
の
人
に

頼
む
よ
う
な
こ
と
は
や
め
て
、
必
ず

　
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
を
つ
れ
て
行
く

　
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

◇
　
母
子
手
帳
　
◇

　
　
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
の
体
重
や
、

　
正
常
分
娩
か
、
異
常
分
娩
か
、
い
ま

　
ま
で
に
受
け
た
予
防
接
種
は
司
つ
」

　
「
な
に
を
受
け
た
か
」
さ
ら
に
「
副

作
用
は
な
か
っ
た
か
」
な
ど
生
れ
て

　
か
ら
入
学
す
る
ま
で
の
子
ど
も
の
健

康
状
態
が
記
録
し
て
あ
る
の
が
母
子

手
帳
で
す
。

　
　
未
熟
児
や
虚
弱
児
は
接
種
後
の
反

　
応
が
一
般
の
子
ど
も
よ
り
も
強
く
出

　
る
こ
と
が
あ
り
、
よ
り
安
全
な
接
種

を
行
な
う
た
め
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
接
種
が
す
ん
だ
ら
、
必

ず
母
子
手
帳
に
記
録
し
て
も
ら
っ
て

　
下
さ
い
。

◇
　
そ
の
他
　
◇

　
　
予
防
接
種
に
行
く
前
に
顔
つ
き
は

　
い
つ
も
と
変
ら
な
い
か
、
か
ぜ
を
ひ

　
き
は
じ
め
て
は
い
な
い
か
、
食
欲
は

　
あ
る
か
ど
う
か
、
い
つ
も
と
変
っ
た

こ
と
は
な
い
か
を
も
う
一
度
確
か
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
は
一
見
元
気
そ
う
に
見
え

て
も
熱
を
だ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る

も
の
で
す
。
も
し
気
に
な
る
症
状
が

少
し
で
も
あ
れ
ば
、
担
当
の
医
師
に

相
談
し
て
下
さ
い
。

◇
次
の
よ
う
な
場
合
は
受
け
ら
れ
ま

　
せ
ん
。
　
（
禁
忌
）

①
熱
の
あ
る
時
。

②
ひ
ど
く
栄
養
障
害
に
な
っ
て
い
る

　
時
。

③
心
臓
、
腎
臓
、
肝
臓
の
病
気
が
あ

　
っ
て
状
態
の
悪
い
時
。

④
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
。

⑤
以
前
同
じ
ワ
ク
チ
ン
で
異
常
な
副

　
作
用
が
生
じ
た
こ
と
の
あ
る
子
。

⑥
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
の
あ
っ
た

　
子
。

⑦
妊
婦
。

⑧
種
痘
で
は
ま
ん
延
性
の
皮
フ
病
に

　
か
か
っ
て
い
る
子
。

⑨
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
で
は
下
痢
を

　
し
て
い
る
子
。

⑩
生
ワ
ク
接
種
後
一
カ
月
を
過
ぎ
て

　
い
な
い
子
。

⑪
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め
た

　
時
。

●
接
種
を
受
け
た
時
の
注
意

①
接
種
当
日
は
激
し
い
運
動
な
ど
は

　
さ
ナ
ま
し
ょ
う
。

②
接
種
当
日
は
入
浴
は
や
め
ま
し
ょ

　
う
。

③
接
種
を
受
け
た
部
分
（
体
の
）
は

　
清
潔
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
接
種
を
受
け
た
ら
「
日
時
」
「
種

　
類
」
「
反
応
」
な
ど
を
必
ず
母
子

　
手
帳
に
記
録
し
ま
し
ょ
う
。

　
去
る
9
月
2
6
・
2
7
日
、
1
0
月
1
1
日
に

実
施
し
ま
し
た
貧
血
検
査
に
つ
い
て
、

異
状
の
な
い
方
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

　
な
お
貧
血
の
疑
い
の
方
、
高
血
圧
の

方
、
尿
異
常
の
方
に
は
、
後
日
（
十
一

月
の
予
定
）
指
導
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
通
知
の
あ
っ
た
方
は
ご
出
席

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω



吻

惣
示

H
月
2
日
午
前
9
時

11

月
3
日
午
前
9
時

　
恒
例
の
町
文
化
祭
は
n
月
2
日
・
3

日
に
わ
た
り
、
松
代
小
学
校
・
松
代
町

総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
今
年
も
、
学
校
・
文
化
団
体
の
皆
さ

ま
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
盛

大
な
文
化
祭
に
し
た
い
と
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
文
化
祭
展
示
の
内
容
は
次
の
よ
う
に

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
家
族
お
揃
い
で
観
覧
に
お
出
か
け

下
さ
い
。

●
第
一
会
場
　
松
代
小
学
校

校
舎
一
階

　
　
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
作
品
展

　
　
（
松
代
ヵ
メ
、
ラ
ク
ラ
ブ
）

校
舎
二
階

　
・
町
婦
人
会
作
品
展

　
　
（
町
連
合
婦
人
会
）

　
・
町
学
童
作
品
展
（
町
教
育
振
興
会
）

　
・
園
芸
盆
栽
・
自
然
愛
護
展

　
　
（
園
芸
愛
好
会
・
自
然
愛
護
会
）

校
舎
三
階

　
・
松
代
小
学
校
児
童
作
品
展

　
・
書
道
展
（
松
代
書
道
教
室
・
室
野

　
　
　
　
　
　
書
道
会
）

～
　
午
後
4
時

～
　
午
後
3
時

●
第
二
会
場
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
玄
関
前

　
・
菊
花
展
覧
会

1
階

　
・
茶
会
（
松
代
お
茶
の
会
）

　
・
生
花
展
（
生
花
会
）

2
階

　
・
写
真
で
み
る
町
政
展

　
・
富
沢
順
平
氏
個
展

3
階

　
・
ぶ
な
の
会
美
術
展

芸
能
発
表
会

　
1
1
月
3
日
　
午
後
－
時
よ
り

　
会
場
　
松
代
小
学
校
体
育
館

「
出
場
予
定
グ
ル
ー
プ
」

◎
内
容

　
・
松
代
小
学
校
児
童

　
・
つ
く
し
会
（
お
ど
り
の
会
）

　
・
松
代
民
謡
会
（
お
ど
り
の
会
）

　
・
民
謡
同
好
会
（
お
ど
り
の
会
）

　
・
平
百
会
（
お
ど
り
の
会
）

　
・
室
野
神
楽
保
存
会

　
・
民
謡
会

　
・
犬
伏
青
年
団
（
裸
太
鼓
）

　
・
小
荒
戸
詩
吟
同
好
会

　
・
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

　
　
（
な
か
よ
し
グ
ル
ー
ブ
）

　　　　瞬　　　一　　の　張緊

　
恒
例
の
東
頸
城
郡
中
学
校
駅
伝
大
会

は
、
九
月
二
十
日
郡
内
1
0
力
校
1
3
チ
ー

ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
松
代
中
学
校
入
口

を
ス
タ
ー
ト
に
、
ゴ
ー
ル
の
安
塚
中
学

校
前
ま
で
全
長
三
三
・
五
五
㎞
を
9
区

間
に
分
け
て
競
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
過
去
3
年
連
続
優
勝
を

続
け
て
き
た
松
代
中
学
校
A
チ
ー
ム
は

惜
し
く
も
2
位
で
し
た
が
、
山
平
中
学

校
・
孟
地
中
学
校
チ
ー
ム
は
小
規
模
校

な
が
ら
上
位
入
賞
を
果
た
す
大
健
闘
で

し
た
。

☆
上
位
入
賞
と

　
　
町
内
学
校
の
記
録
☆

優
勝

2
位

3
位

4
位

5
位

－o

位
12
位

松
之
山
中
A

一
時
間
四
十
八
分
〇
五
秒

松
代
中
A

一
時
間
四
十
八
分
二
二
秒

安
塚
中
A

一
時
間
四
十
八
分
三
五
秒

山
平
中

一
時
間
五
十
一
，
分
一
六
秒

孟
地
中

一
時
間
五
十
二
分
二
七
秒

奴
奈
川
中

一
時
間
五
十
六
分
二
六
秒

松
代
中
B

一
時
間
五
十
八
分
一
八
秒
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し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
春
山
他
石
先
生
　
選

　
　
　
　
　
九
月
十
八
日
於
静
風
居

十
六
夜
の
月
に
誘
わ
れ
三
人
来
し

な
か
て
　
　
　
　
　
お
く
て

中
稲
終
え
晩
稲
刈
る
間
の
二
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

萩
見
ご
ろ
来
よ
と
便
り
に
添
え
書
き
す

幾
曲
り
し
て
来
て
村
の
萩
見
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

月
の
萩
書
院
障
子
に
美
し
く

穂
ば
ら
み
の
稲
安
泰
の
日
の
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

霧
流
れ
霧
に
消
さ
れ
し
国
境

芒
野
は
白
き
波
立
つ
う
す
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

灯
親
し
恩
師
の
著
書
を
と
り
出
し
て

稲
背
負
う
姿
街
灯
に
影
を
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

足
洗
い
山
路
を
帰
る
二
日
月

萩
芒
飾
り
良
夜
の
月
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

お
月
見
の
芒
手
折
り
て
母
帰
る

刈
り
終
え
し
田
毎
に
う
つ
る
月
澄
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

　
　
　
い
で
ゆ

水
豊
か
温
泉
も
豊
か
萩
の
宿

雲
切
れ
て
よ
う
や
く
月
の
宴
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

稲
の
香
を
包
み
し
小
路
大
藁
屋

枝
豆
や
家
立
退
き
の
話
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

秋
ら
し
き
日
和
と
な
れ
り
雨
上
が
る

秋
祭
り
役
者
は
す
べ
て
青
年
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

故
郷
の
銀
河
は
近
し
旅
終
る

名
月
を
賞
ず
る
人
な
く
村
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

村
雨
の
あ
り
た
る
月
の
や
＼
う
す
れ

虫
の
音
に
月
さ
し
て
い
る
池
の
萩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
　
史

墓
拝
む
肩
触
れ
あ
い
て
老
夫
婦

　
つ
た

青
蔦
の
登
り
尽
く
し
て
秋
立
つ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

水
た
ま
り
涼
風
の
月
ゆ
れ
う
ご
く

名
月
や
西
空
つ
い
に
雲
晴
れ
ず

風

き
く
代

蒲
生
俳
句
会

　
〈
九
月
例
会
〉

　
　
　
　
　
　
九
月
一
日
於
折
人
居

　
　
　
　
　
　
あ

あ
じ
さ
い
の
色
槌
せ
閉
校
式
了
る

く
ず
　
　
つ
る

葛
の
蔓
畦
の
り
越
え
て
稲
掴
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

蝉
の
声
森
に
細
り
て
秋
の
雲

い
さ
ぎ
よ
く
着
替
え
て
阜
静
昨
刈
り
は

じ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

朝
顔
の
花
咲
き
乱
れ
露
深
し

な
つ
か
し
き
人
の
香
残
し
盆
去
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

風
鈴
の
音
も
冴
え
冴
え
と
秋
立
ち
ぬ

弘
法
の
悟
り
慕
い
て
夏
大
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

草
焼
き
の
タ
ベ
谷
間
に
た
な
び
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ち
ま

勝
手
口
日
除
け
涼
し
き
糸
瓜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

う
た
た
ね
の
夢
よ
り
さ
め
し
虫
の
声

こ
お
ろ
ぎ
の
鳴
く
音
を
運
ぶ
風
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
双
　
葉

か
け
水
の
水
音
高
く
秋
き
た
る

盆
客
の
汁
に
飛
び
入
る
虫
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
　
茶

こ
お
ろ
ぎ
や
夜
は
露
め
き
て
祭
来
る

穂
ば
ら
み
し
す
す
き
が
融
の
石
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ず

　　　圖

千　　〃

年
　　月

柳．

茶
水

あ
に
　
お
と
う
と

兄
弟
酒
酌
み
か
わ
す
喜
雨
祝

穂
は
ら
み
の
稲
に
安
泰
祈
り
け
り

名
月
や
柳
の
影
に
情
深
し

月
に
萩
書
院
障
子
を
美
し
く

老
若
き
心
と
け
あ
う
月
見
宴

萩
の
花
色
や
N
う
す
く
今
朝
の
雨

野
尻
湖
の
波
静
か
な
り
天
高
し

日
曜
の
分
校
ひ
そ
と
萩
の
花

　
　
　
　
松
㈹
本
柳
常
仙

し
ち
ん
ち
の
餅
つ
く
に
は
葉
け
い
と
う

と
や
か
や
と
言
う
て
も
稲
穂
首
を
た
れ

山
あ
い
の
せ
＼
ら
ぎ
秋
の
川

盆
来
る
と
よ
し
あ
み
す
る
老
父
か
な

盆
迎
い
墓
石
に
小
さ
き
よ
し
ず
掛
け

豊
作
の
秋
の
実
り
の
穂
の
重
さ

疇嚢薯趣

★青少年健全育成
　　　　強調月間

　
十
一
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
」
で
す
。

　
こ
の
月
間
行
事
は
、
今
年
か
ら
新
し

く
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
が
、
非
行

防
止
を
重
点
テ
ー
マ
に
、
総
理
府
と
社

団
法
人
・
青
少
年
育
成
国
民
会
議
が
中

心
に
な
っ
て
、
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
次
代
を
に
な
う
青
少
年
を
健
全
に
育

て
る
こ
と
は
、
社
会
の
一
員
で
あ
る
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
大
き
な

課
題
の
一
つ
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、

非
行
が
年
々
ふ
え
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
警
察
白
書
に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年
一

年
間
に
刑
法
犯
で
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、

全
国
で
約
十
二
万
人
に
も
の
ぽ
っ
て
い

る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
前
年
に
比
べ
る

と
三
千
六
百
人
も
増
え
て
い
る
勘
定
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
青
少
年
の
非
行
を
防
ぐ

に
は
、
現
場
で
の
補
導
と
い
っ
た
直
接

的
な
非
行
防
止
対
策
の
拡
充
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
　
一
方
で
は
、
家
庭
を
は
じ

め
職
場
や
地
域
社
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生

活
の
場
を
通
し
て
、
自
立
心
や
社
会
的

連
帯
感
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬



摺
矯

ら
鐙

電
話
番
号

　
　
　
新
設
・
変
更

◇
電
話
番
号
変
更
に
つ
い
て

　
今
年
五
月
よ
り
九
月
ま
で
の
間
に
、

新
設
・
変
更
さ
れ
た
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
新
設

松
代
分
所

興
椙
一
美

飯
干
健
二

武
田
繁
男

戸
田
勝
紀

藤
田
雅
子

石
川
政
秋

筑
波
孝
夫

井
部
庸
子

遠
藤
春
治

武
石
文
雄

飯
干
輝
二

浅
野
　
隆

七七七七七七七七七七七七七
l　l　i　l　l　l　l　i　l　l　l　l　i

三〇三三三三三三三三三三一
九四九九九九九九七七九九四
六九三五八七四九六七一二九

猪
又
建
設
松
代
高
校

工
事
現
場

植
木
組

池
田
福
一
郎

七
ー
二
三
六
〇

七
i
二
三
五
三

松
代

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

上
越
歯
科
医
師
会
か
ら

休
日
歯
科
診
療
セ
ン
タ
ー

　
開
設
の
お
知
ら
せ

　
か
ね
て
よ
り
、
上
越
歯
科
医
師
会
で

休
日
歯
科
診
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
が
、
1
0
月
2
8
日
に
竣

工
、
1
1
月
3
日
か
ら
次
の
と
お
り
診
療

を
開
始
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

①
名
称
　
休
日
歯
科
診
療
セ
ン
タ
ー

②
場
所

　
上
越
市
大
字
薄
袋
字
西
川
原

　
　
上
越
歯
科
医
師
会
館
に
併
設

　
　
（
上
越
商
工
会
議
所
東
隣
り
）

　
　
T
E
L
O
2
5
5
　
⑫
1
2
0
2

③
診
療
日

　
日
曜
日
・
祭
日
・
年
末
年
始
の
休
日

　
（
1
2
月
2
9
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
の

　
　
6
日
間
）

④
診
療
時
間

　
午
前
9
時
よ
り
午
後
4
時
ま
で

⑤
そ
の
他

　
診
療
を
受
け
ら
れ
る
方
は
保
険
証
を

　
ご
持
参
下
さ
い
。

〃犬
伏

　
　
　
　
　
　
七
ー
二
〇
九
六
田
野
倉

小
荒
戸
公
民
館
七
i
七
四
一
四
小
荒
戸

◎
変
更

柳
　
一
栄

樋
口
政
栄

松
永
　
勝

若
井
東
治

高
橋
堅
太
郎

桑
原
周
一

五
十
嵐
芳
信

八七七七七七七
l　l　l　i　i　l　l

四九二九二二二
三五七二〇一〇
八九一〇八一八
八八九四四七二

竹桐田“““松
所山沢　　　代

電
話
の
移
転
手
続
き
の

　
　
変
更
に
つ
い
て

　
他
の
市
町
村
へ
の
電
話
の
移
転
手
続

き
（
全
国
移
転
の
手
続
き
）
は
、
こ
の

一
〇
月
か
ら
電
話
局
で
、
「
お
客
さ
ま

記
録
票
」
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
「
お

客
さ
ま
記
録
票
」
を
移
転
先
の
電
話
局

へ
ご
持
参
の
う
え
転
入
申
込
み
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
く
わ
し
く
は
窓
口
（
T
E
L
七
ー
二

二
〇
〇
無
料
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

第
四
銀
行

　
　
松
代
支
店
よ
り

　
第
四
銀
行
で
は
、
従
来
国
税
（
交
通

反
則
金
を
含
む
）
の
収
納
取
扱
い
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
　
（
現
在
郵
便
局

の
み
取
扱
い
）
此
度
日
本
銀
行
第
入
代

理
店
の
認
可
が
お
り
、
来
る
十
月
二
日

（
月
）
か
ら
取
扱
い
を
開
始
し
て
い
ま

す
の
で
、
精
々
ご
利
用
お
願
い
し
ま
す
。

町
剣
道
連
盟
か
ら

　
剣
道
連
盟
で
は
、
六
月
よ
り
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
小
・
中
・

高
校
生
・
一
般
の
方
を
対
象
に
剣
道
教

室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
防
具
は
連
盟

で
用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、
竹
刀
に
つ

い
て
は
個
人
で
用
意
し
て
下
さ
い
。

◎
日
時
　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
夜
7
時
3
0
分
≦
9
時
ま
で

◎
場
所
　
松
代
小
学
校

※
く
わ
し
く
は
役
場
内
連
盟
事
務
局
へ

O
。
・
・
O
。
・
・
O
…
O
…
O
・
・
。
O
…
0
・
。
・
O
甲
・
・
O
。
・
。
O
…
O
・
。
。
0
。
・
・
O
…
O
…
0
。
。
・
O
…
O
…
O
…
O
．
．
．
0
．
6
．
0
。
．
．
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
「
愛
の
献
血
絵
は
が
き
」
の
贈
呈

松
代
統
合
中
学
校
へ

”
記
念
樹
”
の
贈
呈

　
簡
易
保
険
は
大
正
五
年
十
月
一
日
に

発
足
以
来
、
六
十
二
年
間
み
な
さ
ま
と

と
も
に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
信
越
郵
政
局
で
は
、
今
後
な
お
い
っ

そ
う
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く

た
め
に
十
月
を
「
簡
易
保
険
月
間
」
と

し
て
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

△
「
記
念
樹
」
の
贈
呈

　
昭
和
五
十
二
年
度
中
に
簡
保
資
金
を

融
資
し
た
長
野
・
新
潟
両
県
内
の
学
校

等
の
公
共
施
設
に
記
念
の
苗
木
（
簡
保

の
木
）
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
近
日

中
に
松
代
統
合
中
学
校
に
桜
の
苗
木
が

贈
ら
れ
ま
す
。

△
「
記
念
ア
ル
バ
ム
」
の
贈
呈

　
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
五
日

ま
で
に
誕
生
さ
れ
た
お
子
さ
ま
に
記
念

ア
ル
バ
ム
を
贈
り
ま
す
。

　
献
血
思
想
の
普
及
促
進
に
協
力
す
る

た
め
献
血
さ
れ
た
方
々
に
「
日
本
赤
十

字
社
」
を
通
じ
て
「
愛
の
献
血
は
が
き
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
H
　
結
婚
・
独
立
資
金
に

　
　
　
　
　
「
成
人
保
険
」
を
　
旺

　
郵
便
局
で
は
お
子
さ
ま
の
結
婚
・
独

立
資
金
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
九
月
一

日
か
ら
「
成
人
保
険
」
を
発
売
し
て
い
ま
ず
。

　
こ
の
保
険
は
、
お
子
さ
ま
が
一
定
年

令
（
二
二
歳
又
は
二
五
歳
）
に
な
ら
れ

た
時
に
結
婚
や
独
立
資
金
と
し
て
保
険

金
を
お
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。

　
お
子
さ
ま
の
確
実
な
結
婚
、
独
立
資

金
と
し
て
ご
計
画
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

成
人
保
険
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
保
険
種
類
及
び
加
入
年
令
等

25 22 保
歳 険

覇 種
類

10
才
・

10
才

年お加
子入

5 5 さで
19
才

16
才

まき

令のる

30
才

30
才

父
母

∫ ～ の
55
才

55
才

年
A

一
四
六
．
～

ふ
ノ
＞
五
～

贔騒

　金
す百

・る万

詳
し
く
は
郵
便
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
　
（
電
話
七
－
二
〇
五
〇
番
へ
）


